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アナ トーリイ Kondorskyの研究室では木曜 日に研究室全体のコロキウムをやって

･.
.
.

■′､

いる｡

Kondorskyの研究室は一階玄関を入って右手の一帯をずっと奥まで占めているが,コ

ロキウムは5倍の40人 ほど入れ る小講義室でやる｡滞在中に,ぼくのやっていること

についてレクチュアをやれ という話が Kondorskyからあり, 9月20日にそれをや るこ

とになった｡玄関ホールには32ある各講座 でのコロキウムの予定を掲示する大きな掲

示板があるのだが,そこにぼくの名前と表題がロシャ語で掲示された｡

その前の週の土曜日は早目にホテルに帰ってホテルの散髪屋で散髪 をした｡日曜は休

みだがそれ以外の日は夕方 6時までやっている｡散髪 をして くれるのは女の人である｡

すその方はバ リタンでちょっと刈あげ,それから櫛 と鉄を使 って (日本だと鉄が細身で

シャキッ,シャキッ, という感 じだが,モスクワの鉄はもすこし小太 りの感 じでチ ョキ

ン,チョキンと切る )すその方の形をととのえる所は日本のや り方 と同じだが,頭 の上

の方の形 をととのえるや り方は独特だ｡まず櫛の歯に綿 をからませる｡櫛の歯の根元に

綿がくいこむ｡水道の蛇口をあけてその櫛 をぬらす｡綿が水 を吸いこむ｡それで髪の毛

をくしけずる｡櫛をぬらしてはくしけずる｡それを何回かやって髪の毛をおちつかせる｡

ついで,剃刃 (西洋剃刃 )でサッサッと毛 を削る｡剃るのではない｡そぎ落すのだ｡前

髪の伸びすぎた部分は鉄でジョヰ ッと切 り落した｡そのあと後首筋 をそってもらった｡

化粧水 をつけるかときいたから,いらぬ といった｡散髪は 30分たらずですみ, 60カペ

イクであった (帰る前もう一度散髪 をした｡この時は後首筋 を剃るのを省略 して代金 紘

40Kであった )｡ このあとホテルのぼ くの階のロビーでテ レビをみたが,そこでは作

家が自分の小説について一寸解説めいた話 をし,その′ト説のいくつかの部分を声優 たち

が朗読 していた｡この地味なテレビ放送は,ぼ くにある新鮮 さを感 じさせた｡この とこ

ろ久 しく(10年 もあるいは 15年 も)ぼくは小説であれ詩であれ,日本語で書かれた も
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のの朗読を聞いていない｡

ぼくのレクチュアは3時に始 まり, 5時すぎに終った｡ぼ くは,ぼくが信州大学-移

ってから寺尾君と2人で展開してきた磁気体積効果の Ⅰtinerantmodelに よる扱 いの

話 をした.ぼ くが英語で話 し,一旬切ごとに Vedyayevがロシャ語に通訳 して くれた｡

ぼくは久 しぶ りに自分の仕事のことをゆっくり時間をかけて しゃべることができたとい

う,一種の満足感 めいたものを久 しぶ りに味わった.考えてみると,こんなにゆっくり

時間をかけて自分の仕事のことを,割合近い分野の仕事をしている人たちにむかってし

ゃべったことは,ここ数年の間ほとんどなかった｡研究会の 15分程度の持時間内での

駈け足での報告,学会の5分講演 または 10分講演での断片的報告, こういう形でしか,

ここ数年,ぼ くらはぼ くらの仕事について語っていなかった｡

このレクチュアにっいて Kondorskyは ｢合金の問題 をやるにはCPAを用いねばなら

ぬのではないか｣とコメン トし, また Sdovはわれわれのモデルによるスピン波 の

exchngestiffnessの圧力依存性の解釈 (これは論文にしてジャーナルに投稿 してあ

ったか2年以上 もペンディング状態のままになっていた｡ぼ くの帰国後正式にボツにな

った )に強い関心 を示 した｡ (ぼ くらの仕事については,他にも知っている人がいて,

国際会議のある会場でたまたま隣合わせにすわったモスクワの鉄冶金研究所の Goman,

kovはぼ くの名札 をのぞきこんで ｢お前は Katsukiか｡お前のメンバーの連作 Ⅰ-Ⅱ

をおれは読んだ｣ と言った?かれの名 と父称の頭字がⅤ･L だったので,ぼ くがそれを

指 しながら ｢ウラヂーミル ･イ リイッチ?｣ときくと,ニヤツと笑いながら頭 を振 って

｢ニェット｡ウラヂーミル ･イヴァノヴィッチ｣ と答 えた｡)

レクチュアのあと,アナ トー リイの家 の夕食に招かれた｡モスクワ大学はモスクワの

西南部にあるが (地下鉄 ｢大学駅｣のあるキーロフエフルンゼン線は ｢大学駅｣の 2つ

先が終点であるが,終点の駅の名は ｢ユーゴ ･ザバー ドナヤ｣文字通 り ｢南西の｣駅な

のである｡),アナ トー リイのアパー トは大モスクワ市の束北端 にある｡アナ トー リイの

親友だとい うボ リスも同行 した｡アナ トーリイのアパー トまでは大学から1時間半近 く

もかかった｡大学から地下鉄 ｢大学駅｣までが徒歩 15分 くらい,地下鉄の所要時間が

1回の乗換時間も含碕て50分 くらい (これだけ乗 っても料金は5Kである ),地下鉄

の駅からアパー トまでが徒歩で 15分 くらいである.アナ トー リイのアパ- トのある一

帯は日本でいえばマンモス団地で高層アパー ト群が林立 している (ついでながら, ｢ユ
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-ゴ ･ザバー ドナヤ｣も大マンモス団地のまん中にある地下鉄駅だった )｡ここら一帯

は森であったとアナ トーリイは言う｡ここかしこに森の名残 りがのこっていた｡地下鉄

駅前の大通 りには大きな食堂,食料品店等々がずらりと軒を並べてお り,道端にはキオ

スクが並んでいて,雑誌,雑貨,花,アイスクリーム等々を売っている｡ボリスが訪問

の手土産に箱入 りのアイスクリームを数個買った｡歩いてゆく途中,あそこが診療所,

あれが幼稚園,これが小学校 とアナ トーリイがゆびさしながら数えてくれる, ｢ここに

は何でもそろっている｡ないのは大学だけだ｡ハ ツノ､ツノ､ツ｣｡

アナ トーリイとしばらく前家族のことを話合ったことがあった｡かれは 33才｡12才

の娘があるという｡聞きちがいかと思 って聞き直すと,かれはにっこり笑って ｢おれは

非常に若い時に結婚した｡大学 4年生 20才のとき結婚 し, 21才で父親になった｣ と答

えたものだった｡ ｢奥さんは今何をしているか｣と聞いてみたら, ｢モスクワのある工

科系単科大学で物理を教えている｣ と答えた｡非常に若 く結婚 し,すぐ子供 を産んだ母

親女子学生が育児のために物理 を断念するというようなことはなくて済んだらしい｡

3人乗ると満員になってしまう小型のエレベーター (壁に対 して床が固定されておら

ず 3人乗ったら床が少 し下った )で 9階か 10階に着 く｡玄関の戸 をあけると 12才の

娘さんが出て来てきれいな英語であいさつをした｡ボリスかかの女は英語の学校-通っ

ているのだと教えて くれた｡モスクワには普通の小学校 とならんで,いろいろの種類一

一各種語学,数学,音楽,体育専- の早教育のための特殊学校があるらしい｡奥 さん

も顔を出して英語であいさつをした｡玄関を入って右手に3mX5mほどの居間があ り,

窓ぎわにアナ トーリイの書棚とデスクが,反対側の壁ぎわに娘さんのベッドがおいてあ

った｡テラスに通 じるガラス戸ごLにモスクワの夜景が美 しく眺められた｡部屋の真申

にはテーブルがあり,壁の甲央部には馬面の男の肖像画 (黒白のデッサン )がかかって

いた｡ぼ くらをこの部屋 に案内 してアナ トーリイは座を外 した｡夕食の用意 を手伝 うた

めであるらしい｡ボリスが肖像画を指 して ｢誰だか知 っているか｣ と聞いた｡ ｢知 らぬ｣

｢ドス トエフスキィだ｣｡やがてテーブルに食事を運んで来たアナ トーリイが肖像画 を

指 していった ｢誰だか分るか｣ぼくはすまして ｢ドス トエフスキイだろう｣ と答えた｡

アナ トーリイは大形に意外さと嬉 しさを表わしながらいった ｢お前は ドス トエフスキ イ

を知っているのか｡｣｢勿論｡｣ぼくはボリス と顔 を見合わせ目くはせしなから,も一度

｢勿論｣ と答 えた｡ (前に革命関係の博物館の入場料は無料だと書いたが,作家関係 の
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博物館ではゴーリキイの家博物館 と ドス トエフスキィ博物館が無料であり, トルス トイ,

プーシキン,チェーホフ関係の博物館は有料 である｡ゴー リキィがレーニンやロシャ革

命 と深い関係があることはよく知 られているが, ドス トエフスキイ博物館 が無料である

ことはソ連における ドストエフスキィに対する評価 と無関係ではないと思われる｡のち

にアナ トー リィとボ リスに直接たしかめてみたのであるが,かれらは2人 ともソ連共産

党員である｡共産党員の家に ドス トエフスキィの肖像 (レーニンの肖像ではなく)があ

ったとい うことが,ぼ くには一寸面白かった｡)

家は日本での 2DKか3DKに相 当する程度の広さのもので,窓は二重窓であ り,セ

ントラル ･ヒーティングで,水道の蛇口をひねれば湯 も出るようになっていた｡アナ ト

ーリイによれば,アパー トには2種あ り,一つはたとえば大学に所属 していて,そこに

家賃 を払 って人が住むという方式のものであ り, もーつは居住者 が買いとる方式のもの

である｡ かれのアパー トはこの後者の方で ｢おれは 2,000ルーブ リ(約 74万円 )支払

ってこのアパー トを買った｣ とかれは言った｡ ｢2∫)00Rといえば車 と同じくらいでは

ないか｣ ｢この国では車はもっと高い｡なぜなら家は必需品であるが,車はまだぜいた

く品であるから｣それにしても 2.000Rとは安すぎると思い,さらにききただしてみた

ら買取値段は総額 5,000R(約 185万円 )でうち頭金の 2,000Rを最初 に即金で払い,

残 り3,000Rを月 15.Rづっ 20年近 くにわたって支払 ってゆくのだ とのことであった｡

｢国がおれに 3,000R貸 してくれたわけだ｣ とアナ トー リイはいった｡ぼ くが ｢ぼくは

今,君のアパー トとほぼ同 じ広 さの大学宿舎に月約 15Rづっはらって住んでいるが,

20年ほどさきに停年になったら,そこには住めなくなるのだ｣ とい う話 をしたら,か

れはそれを非常に深刻な問題 として受取ったらしく帰国の前日に別れのあいさつをした

時も ｢お前の住宅問題は非常にシリアスのようであるが,見通 しはあるのか｣と心配げ

な顔で言ってくれた｡ (のちに大使館の科学アタッシェの人にきいた所では, ソ連での

乗用車の値段は大衆車クラスで 6,000Rくらいするらしい｡) アナ トーリイの月給は教

員としてのそれが 150R,研究者 としてのそれが 100R,合計 250Rだとのことであ

る(かれは助手である )0

夕食の時珍 らしかったのは, きのこ料理があったことであ争｡近所の森で自分たちで

採って来たきのこだそ うである｡ボリスも一家でよく森-きのこ採 りに行 くが,ボ リス

は探すのが-たで奥 さんや娘 さんに比べて半分ほどしかよう採 らんなどという話 も出た｡
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ソ連でもカラー ･テレビの放送が始まっているが, ｢お前のテレビはカラーか｣ とかれ

らが聞いた｡ ｢そ うだ｣ とぼくはこたえた｡若干の政治論議もした｡国際共産主義運動

のことも話題になった｡ ｢自分には西欧に新左翼の友人たちがいるが,かれらの運動方

法は共産主義運動の方法ではない｡毛イズムは国際共産主義運動を破壊するものだ｣と

アナ トーリィ｡ ｢ソ連 も中国も社会主義の国であり,世界における社会主義体制の成立

･存在が第二次大戦後の世界史の動向を決定する基本的要因となっている｡中 ･ソ対立

の克服を望む｣とぼく.アナ トーリイもボ･リスも, ｢中国の経済体制が社会主義である

ことは勿論その通 りだ｡国際共産主義運動に分裂 ･破壊をもたらすようなや り方が問題

なのだ｣とこもごも言 う｡ ｢ところで｣ とアナ トーリイがい う, ｢日本共産党は中共派

とそうでないのとに真二つに割れたのか｣ ｢否,中共派はごく少数で除名された｣｡ア

ナ トーリイが半ば安堵したような表情をみせてうなづいたので,ぼ くは一言つけ加えた｡

｢ソ連派 もごく少数で除名された｣｡するとアナ トーリイはややきっとした表情で言っ

た, ｢国際共産主義運動にソ連派などというものはない｡国際共産主義運動の原則に忠

実であるか否かということがあるのだ｡イタリヤ共産党にしろ,フランス共産党にしろ,

いろいろの問題についてソ連共産党 と見解 を異にしている｡かれ らはソ連派ではない｡

しかし,国際共産主義運動の原則については一致しており,かれ らもソ連共産党ととも

にこの原則に忠実である｡ところで,日本共産党は国際共産主義運動の原則に忠実であ

るか｣,これに対して,ぼ くはある答 をしたが,それをここに書くことは差控える｡

9時になって,娘さんの寝る時間になったので,ぼくらは別室 - 食堂に移った｡ボ

リスの手土産のアイスクリームや,クッキーやコーヒーを食べたり飲んだりしながら語

りつづけた.勿論別室に移る前にアルコールも充分腹中におさめてあった｡

ぼくは学生時代 を思い出し, ｢国際学連の歌｣のメロディを口ずさんでみた｡ (8年

ほど前ロンドンで Wohlfarthの所にいた時,Wohlfa;thが労働党のWohlfarth の地

区の選挙集会 (ちょうど総選挙があった )に連れていってくれたことがあった｡あとで

Wohlfarthに労働党ではどんな労働歌 を歌 うのかときいたら, ｢赤旗｣の歌を歌 う,

選挙で戸別訪問したりしたあと仲間と一緒にビールをのんだりしなから歌 う,といって

メロディを一寸口ずさんでくれたことがあったか,そのふしは,日本で歌 っ七いる ｢赤

旗｣の歌 と同じであった｡) アナ トーリイの奥さんは女子学生のような表情で微笑む と

きれいな声でロシャ語で唱和 した｡ぼくはとっても嬉 しくなって,学生時代におぼえた
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いくつかの歌 を口ずさんだ.ボリスもアナ トーリイも一緒に歌ったOかれらとかの女は

ロシャ語で,ぼくは日本語で,いくつかの歌をいっしょに歌 った｡誰 もぼ くの歌 を音痴

だとも節が外れているともいわず (日本ではぼ くの歌は聴 く者にほとんど必ず音楽的不

快感 をもよおさせるらしいのだ ),同じ歌 をロシャ語 と日本語で一緒に歌 う喜びにひた

っていた｡ -- 労働 と生活のため,われ らたたかわん, のちの世に戦争 を,知 らすこ

となかれ,子供 らの自由に,伸びゆく世 をっ くらん,-･-

ボリス アナ トーリイのことを ｢かれはおれの非常によい友人だ｣ というポ リ女は,′■■■■■■■■■■■■■■

アナ トーリイの一年先輩で大学卒業が1962年,年令はアナ トーリイより2つ上の35

才だったが,高専アナ トーリィとは対贈的であった｡赤毛のアナ トー リィがお しゃれで,

きちんと手入れ したあごひげを生や し,背広に派手な幅広のネクタイをし,度の強い遠

視の眼鏡 をかけ,のべつまくな しに煙農 を吸い,お茶やコーヒーは濃いのが好きなのに

対し,ボリスは大柄で頭が禿げてお り,背広は着ず,したがってネクタイもせず,大抵

の時地味な色の (くすんだ色 の, といった方が表現としてはより適切かも知れぬ )毛糸

のセーターを無造作に着込んでお り,眼鏡 もひげもなく,煙宜 も吸わない｡お茶やコー

ヒ-は淡いのか好きである｡ 体が大きいくせに偏食の傾向もあるらしく,大学の食堂で

一緒 にたべた時 も ｢おれは脂 っこいものは苦手だ｣ といってハムの脂身 を残 し, ｢ドイ

ツに滞在 した時,食事に自分の嫌いなものばかり出てえらい苦労 した｣ という話 をした0

アナ トー リイの家で愉快な夜 を過 した帰 り道, ｢10月になったらおれの家に来ない

か｣ とボ リスは言った｡翌 日アナ トーリイと会 った時前夜の礼を言ったら ｢昨夜 のよう

なプライべ- ト･ミ-ティングをまたやる気はないか｣ とアナ トー リィは言い,ぼくが

｢勿論,またや りたい｣ と答 えると ｢今度はボ リスの所でやろう｣ と言い,ぼ くは 10

月初めにボ リスの うちの夕食 に招かれることになった｡

ボ リスのアパー トは:,大学からバスで10分 ほどの所,モスフイルムの近 くにある.

今度はアナ トー リイとぼくがお客だ｡ボリスの住んでいる団地 にも高層アパー トが林立

していた｡ボ リスもアナ トーリイ同様,奥さんと娘 さんとの三人暮 しである (もっとも

アナ トー リイからは 12月 に二人 目の娘が生 まれたとい う年賀状 を今年 もったが )｡奥

さんは学校の音楽の先生, 9才になるエレーナは音楽の学校に通っている｡居間には中

央にグラン ド･-ピアノがおいてあ り,右手の窓に近い側 にテーブルとテレビ,書棚など,

左手の奥の方にはエ レーナの机や ソファー,書棚などがおいてあった｡奥さんもエ レー
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ナも英語はできないが,ボリスやアナ トーリイを介 して話 した り,時には直接ぼ くが片

言のロシャ語で語 りかけたりして大変楽 しい時をすごした｡食卓の鉢 には果物 - りん

ご,ぶどう,香 - が盛 られ,男たち3人はウォトカをボ リス夫人はシェ リーを,そし

てエレーナはアルコー/レぬきで,夕食 をとり,食後 にコーヒーとケーキを食べた｡食事

がすむ とアナ トーリィとエレーナがチェスをし,つぎにぼくも一寸や ってみたくなって

エレーナ相手にや り,その間にボリス夫妻が食卓の上を片附けた｡大人たちはふたたび

食卓の前にもどり,エレーナは自分の机に向って宿題 をはじめた｡ぼ くがのぞいてみる

と,それは算数の宿題 で問題に3kn1675m-と書いてあると右辺に 3.675km とい う工

合に答 を書 く宿題 だった｡そのような間勉 が10題 ほど出ていた.ボ リス夫人 を含めて

大人たちが食卓で話 をしていると,エレーナが ｢お母 さん,ちょっと来てみてよ｣ と呼

んだ.お母さんに教えてほしかったのかも知れない.あるいは大人たちが楽 しそ うに話

をしているので,母親の気 を自分の方にひいてみたかったのかも知れない｡■ボ リス夫人

が ｢自分でしなさいよ｣ と返事をすると,エレーナはそのまま大人 しく一人で宿題 をつ

づけた｡母親から声 をかけてもらって,それで満足したのだろう｡エレーナが寝てしま

ってから,ぼくとアナ トー リイとでチェスをした｡はじめアナ トー リイが勝ち,次にぼ

くが勝った｡むしろアナ トーリィが敗 けて くれたとい うべきかも知れない｡夜更けて辞

去するとボ リス も送 ってきて くれた｡ ｢君のホテルまで一緒 に歩 く気はないか｣_とかれ

らは言い, ｢歩 こう｣ とぼ くが答えて,ボリスのアパー トからホテルまで約 50分 の道

のりを一緒にあるいた｡途中,一群 の灯火がはるかに輝いているのが見渡せるような場

所があった｡ ｢あれも亦,高層住宅群か｣ とぼ くがきくと,かれ らは ｢そ うだ｣ と答 え

た｡大モスクワ市 を取巻いて一周約 100km の環状道路が走 っている｡大使館の科学 ア

タッシェの人がアルハンゲ リスコェ-の ドライブに誘 ってくれた帰 りに,この環状道路

を半周ほど走ってみせてくれたが, この道路の辺 りには殆 ど家 も大きな建物 もない｡大

モスクワ市はこの離し部 を中心 にした半径 20km弱の円内に完全におさまっているのだ｡

そして大モスクワ市の周辺部は林立する高層アパー ト群によって隈取 られているとい う

ことができそ うだ｡モスクワの星は澄んでお り,北極星がとても高い所 にあった｡ 3人

がホテ/レの玄関についた時は真夜甲の12時だった｡ぼくらはそ こで別れたa

ボ リスは物理学部 での活動的な,あるいは指導的な共産党員であるらしい｡あるとき

ボリスの研究室にボ リスを訪ねていった時,かれは不在で同室の学生 (あるいは技官 ?)
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がボ リスは 2階にいるといって案内して くれたのか共産党の物理学部の委員会の部屋だ

った｡ボ リス自身 も数年前に2, 3年間大学のコムソモールの書記だか委員だかをして

いたことがあると話 したことがある｡

ある日,ぼくがかれの研究室にいったとき,かれは机の上にプログレス社 (モスクワ

の外国語文献発行所 )発行の英語の本 - その多くは共産主義関係の本であったが,中

には RussianinExercisesとい う本 もあった - を何冊か積みあげて ｢こんな本を

読んでみる気 はな一いか｣ とい う｡ ｢滞在期陶が短 くてとても読み切れぬ｣ と答えると ｢日

本にもって帰って読めばよい｣ ｢荷物が重 くな りすぎる｣ とその時は断 った｡ボ リスの

アパー トに行 ったときも,英語版の レーニン10巻選集 1セ ッ トをぼくに見せて ｢もし,

君が欲 しいならこれ をプレゼントす る｣ とかれは言った｡ぼくは ｢レーニンの本は日本

語でも出ているから｣ とこの時 も断 った｡ホテル-帰 って考えてみると,ぼ くは社会主

義 ･共産主義関係 の本を, 日本語でかかれたものをよんだ り所有 したりはしているが,

外国語でかかれたものをもっていないし,読んだこ~ともない｡レーニンを英語で読んで

みるのもまた面白いではないか,ついでにロシャ語のものも入手 したいと思って,翌日

ボ リスに ｢本は もらいたい｡できたらロシャ語のレーニン選集 も手に入れたい｣ と言っ

た｡かれは次の週のはじめに早速英語の太はもってきてぼ くにくれ, レーニンのロシャ

語坂は ｢今探 している｡君の帰国までには入手できるだろう｡できるだけよい版のもの

を手に入れるつ もりだ｣ といった｡結局堅い表紙のものは手に入 らなかったが,紙表紙

のパ ンフレット風のもの数点 を入手 しプレゼントしてくれた｡このパ ンフはきわめて廉

価で,例えば ｢国家について｣が24頁で3K(約 11円 ), ｢国家 と革命｣が 160頁

で18K(約 67円 ), ｢人民の友 とは何か｣が224頁で28K~(約 104円 )といった

工合であった｡

かれは, とても気のよい男 で何 でも呉れたかる｡本 を呉れたのも,かれのコミュニズ

ムを広 く知 らせたいという使命感 もあるだろうが,それよりは多分にかれの気の良さに

起因 していると思われるo ぼ くの帰国が間近に迫 った10月 15日にも,また夕飯 を食い

に来いとぼ くを誘 って くれた｡このときはアナ トー リイは都合 が悪 くて,ぼ くだけがお

客によばれた｡その前々日の土曜 日,ひるめLに一緒 に食堂にゆくべく誘ったが,その

日はかな り寒 くてみぞれまじりの冷たい雨が降っていた｡食堂は物理学部 とは別棟 にあ

る｡ぼ くはもともと帽子 をもたずにモスクワに来たので,ずっと無帽 ですごしていた｡

-66-



モスクワ滞在記 皿

10月 も半ば近 くになると無帽でいることは時にかなり身にこたえた0 11月下旬 まで

滞在する予定の丹生 さんは, 10月早々 ドル ･ショップで上等の毛皮の帽子 を手に入れ

てきたが, ドル ･シ ョップで買っても安 い物でも円になおして 1万円近 くするそ うで あ

る｡滞在予定も残 り少なくなったぼくには,帽子にあまり金 をかけるのはいかにもアン

バランスに思えて,無帽 で通 していた｡ ｢君は帽子をかぶらぬのか｣とボ リスはききぼ

くは ｢傘があるから帽子はいらぬ｣(折 りたたみ式の傘をぼ くはいっも鞄 に入れていた)

と答 えた｡食堂-ゆくとき,ボ リスは帽子 をかぶ らず傘 ももたずにでてきた｡ぼ くのさ

しかける傘に半分かがむようにして身を寄せながらかれは言 った, ｢おれは実は帽子 を

もっているんだが,君 との連帯のために,今は帽子 をかぶらずに来た｣.食事によんで
I

くれた 15日の夕方,かれの家に一緒 につ くな り,かれは玄関わきの洋服 ダンスからや

や古くなった帽子 をとり出 して言った｡ ｢ぼ くはこんなレーニンのかぶっていたような

帽子 をもっているんだが,君はこれをかぶるか｣かぶってみたら,ややきつめだがかぶ

れた｡それはかざりあごひものついた鳥打帽 とでもいいたい形のもので,もっとも, 鳥

打帽のように前が下っているのではな く,むしろ学校の制帽のように前はあげてある｡

こんな帽子 をかぶってレーニンが労働者と話 している絵だか写真だかをどこかでみたこ

とがあるような気 がした｡このいかにもロシャ風なのが気に入 って有難 く頂戴すること

にした｡かれは帽子が古いのを気にして ｢君の奥さんに見せる前に一度ク リーニングし

てくれ｣としきりに言った｡

ぼくを居間に案内すると,かれは夕食の準備 を手伝 うからと,す ぐ姿 を消 した｡あ と

はエレーナがぼくを退屈させないようにと,かの女の切手のコレクシ ョンをみせてくれ

た り,絵本 をもってきて見せてくれたりした｡食事が始 まるとエ レーナはボ リスを介 し

ていろいろの質問をした｡エ レーナは人なっっこい目でぼくの方をみなから,半ばはに

かむようにボ リスの耳元 に口をよせて小声でボ リスにいい,ボリスは小腰 をかかめるよ

うな姿勢でうなづきながらそれをきき,一区切つ くとそれをぼ くにとりついだ｡ ｢娘は

きいている,君のアパー トの広 さはどれ くらいか,と｣ほくは即座に約 59〝ヂとこた え

た｡ぼ くのす まいは大学宿舎 で広 さをちゃんと知っていたからである｡ボ リスのアパ ー

トの広 さを訊き直 したら,それは約 57m2だ とのことであった｡エレーナがまた何か質

問をした｡ボ リスはそれ をこう伝 えた｡ ｢かの女は君のテレビはカラーかと訊いている｣

そしてぼくに商って大仰に片 目をつぶ ってみせながらつけ加えた ｢勿論おれは君のテ レ

- 6 7-



勝木 渥

ビが白黒であることを知 っている｡しかし,かの女が君のテレビはカラ-かと訊いてい

るので,かの女の質問を伝えるのである｣oカラー ･テレビは多分 ソ連ではまだぜいた

く品であ り,きっとまだ高値なのであろう｡子供に高価なものをねだられるときの親の

心情はぼ くにも理解 できるから,ぼ くに無帽の連帯 を示 して くれたボ リスに,ぼ くは親

の連帯 を示すことによって返礼 した｡ ｢ぼ くのテ レビは白黒である｣

夕食の肉料理には焼きじゃがいもがそえてあったo ぼ くが肉の皿 を平げたとき,謙 リ

ス夫人がボ リスに何か言 った｡ボ リスがそれを取次いだ｡ ｢じゃがいものお代 りはない

が,肉ならお代 りがある｡お代 りをするか｣ぼくはお代 りをした｡ボ リスが半は言訳を

するようにつけ加 えた｡ ｢肉 を料理するのは簡単 だがじゃがいもは洗 って皮 をむかねば

ならぬ｡それで沢山つくれなかったのだ｣｡ボ リス夫人は肉だけでなく煮たきのこの入

った壷 も一緒 にもってきた. ｢きのこのお代 りもあるからよかったらどうぞ｣ぼくはお

代 りをして ｢うまい, うまい｣ というと,かれ らは ｢みんな食べてもよい｣ という｡と

うとうぼ くはまたお代 りして,肉 もきのこもみんな平げてしまった｡ボ リス夫人は嬉 し

そ うにボ リスに何か言った｡ボ リスが ｢かの女は料理 をみんな食べて くれてありがとう

といっている｣ といらた｡ぼ くはとてもくつ,7=いだ気特で食事できた｡

食事がすむ とボリスは小箱 をもってきて,中味 をじゃらじゃらとあけた｡中からバ ッ

ジがたくさん出てきた｡ぼ くは大学の中で赤旗 とレーニンを取合わせたバッジをっけて

いる学生 をよく見かけていた｡ 食堂の若い給仕 でそのバ ッジをっけているのもいた｡ま

ちで博物館などで中学 ･高校生 くらいの年頃の一団が団体 で見学に来ている,その生徒

たちの中にもそのバ ッジをつけているのがかな りいた｡土産物屋などではユニバーシア

ード記念のバ ッジなどは売 っていたが,この赤旗 とレーニンを取合わせた,よく見かけ

るバ ッジは売 っていなかった｡多分 コムソモール員のバ ッジであろうとは見当がついた｡

もし手に入れることができるなら,土産物屋では買えないこのバ ッジを手に入れたいも

のだと思 った｡ボ リスにた しかめてみたら,やは りコムソモール員のバ ッジであった｡

｢そのバ ッジはおれももっているからそれをやる｡おれのうちに来たとき,おれが忘れ

ていたらバ ッジのことを言 ってくれ｣｡その約束 を覚えていて,かれの持っているバ ッ

ジをもってきて店を広げたのである｡ぼ くが手に入れたがっていたコム ソモー/レのバ ッ

ジの他に,青地に白で中央館 の尖塔のある建物 をデザインしたモスクワ大学のバ ッジ,

物理 の頭字 ¢をデザインした物理学郭の学生のバ ッジ,コムソモールに特別に頁献 した
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人がもらう特別のバ ッジ - コムソモー/レの普通のバ ッジに木の葉の飾 りがついている

- ,その他いろんな記念バ ッジがあった.かれは,これらをみんなぼ くに呉れるとい

う｡ ｢それでは君のがなくなるではないか｣とぼ くが言ったら, ｢おれはバ ッジをつけ

たりするのは好きでない｡総 じてキンキラキンにかざり立てるのは嫌いだ｡国民経済博
〟

の会場にある 人民友好の泉 〝の乙女の像 (15の共和国を象徴する 15の金色の乙女像

が甲央の噴水 をとりまいて外向きに建っている )もおれは好かぬ｣ボ リスはおどけた形

に両手車上にあげて (それは水がめを担った乙女の像のスタイルを真似たものだった )

｢こんな人形がよくサモワー ′レの飾 りについている｣ と顔をしかめて言った｡ソ連 の人

間はバ ッジをつけるのが好きだとい う話がよくあるけれども,すべてそ うだとは限らな

いのである｡

ボ リスの家でみたテ レビではコマーシャ/レめいたものもや っていた｡ リズ ミカ/レにシ

ーリヌィ,シーリヌィ,シー リヌイ(力強い )とくり返すので何かと思 ったらステ レオ

の宣伝だった り(辞書 をひいてみたら,シーリヌイには ｢優秀な｣ とい う意味もあるやj

ら,そちらの意味かも知れぬが,ぼ くはまず力 を思い うかべてしまう),亭主が食事そ

っちのけでテ レビに夢甲 (ホ ッケーか何かの試合 )で,腹 を立てた奥さんがテレビをや

っと持上げて家の外-放 り出 してしまうコマーシャル,アニメーションもあった｡この,

場面の印象の方が強烈で何の宣伝だったか忘れて しまったが (ひょっとす るとテレビの

宣伝だったかも知れぬ )｡それをみてボリスに ｢日本では新聞を読みながらめLを食 っ

て,女房に新聞 をとりあげられることがしば しはあるのだ｣といったら,ボ リスは ｢ソ

連でも同 じだ｡ただしおれの うちのテレビは重いから女房には持上げられない｡おれに

しか持てない｡だから飯 を食いながらテレビを見ても大丈夫だ｡ア ッノ､ツ/､｣と豪快 に

笑った｡もっとも ｢ソ連でも同じだ｣ とい うのが飯 を食いながら新聞を読むことを意味

しているのかどうか,さだかでない｡ソ連で毎朝ないし毎夕新聞 を宅配するのかどうか,

ぼくはたしかめていない (8年前のロン ドンでは宅配をしていた )｡多分 していないの

ではないかと思 う｡地下鉄駅の通路 に新聞の自動販売機がずらりと並んでいて,通勤客

が金 をほうり込んではガチャリ,ガチャリとレバーをおして新聞を買ってゆくのを,ぼ

くはよくみかけた｡

エレーナが食卓に子供の本をもってきた｡ ｢狼 と七匹の仔羊｣の絵本だったので ｢こ

の話はぼくの娘 も大変好 きだ｣ という話 をしたら,ボ リスは ｢ではプレゼントするか ら,
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もってゆけ｣ という｡エレーナがボ リスに何か言った.ぼくが ｢エレーナがきっとこの

本 を非常に愛 しているだろう｣と言 ったら, ｢気にするな,気にするな｡かの女は本が

よごれているので,そのことを気にしているのだ｣とボ リスはいい, とうとうぼくを,

この本をもらう気にさせて しまった｡他に何冊か子供の本 をもってきて ｢よかったら,

これもあげよう｣ とい う｡ ソ連の子供の本を手に入れるチャンスもあまりあるまいと思

ったので遠慮せずにもらうことにした｡これらの絵本はほぼA4版の大きさであった｡

例によって値段 を書いておけば,この入学前の子供たちむけの ｢狼 と七匹の仔山羊｣が

多色刷,紙表紙 12頁で 13K(1966年発行 ), ｢イワン ･イワノヴィッチと青い狼の

物語｣ という低学年向きの童話絵本 (む しろ挿絵のたくさん入った童話の本 )が堅い表

紙の多色刷 ,中の紙もやや厚 目で80頁で1R14K(1972年発行 )｡他にモスクワの

外国語図書出版所 から出されたソヴィェ ト児童文学の英訳本 - ｢小人の ほ口らん小値』

とその仲間たちの冒険｣ というほ 同ゞ じ大きさの布表紙 172頁の本 - もあった｡さき

にふれたプログレス社発行の英語の本も同様であるが,これら外国語の本には価格の表

示がない (ロシャ語の本には裏表紙の外側上部に値段が表示 されている )｡物理学部の

本のキオスクで,ぼくイまきれいな色刷 りの,入学前の子供向きの詩入 りの絵本 ｢馬が欲

しいよ｣を買ったが,これは紙表紙で20頁の本で値段が35K(1973年発行 )であっ

た｡このような単行本の他に,ぼ くの気付いた限 りでは ｢楽 しい絵本｣ という月刊の子

供漫画雑誌がコムソモー′レ甲央委員会から発行 されていた｡これは表紙こみで20頁,

値段は 15K だった｡雑誌の紙質は単行本 より軟かであった｡ほんとうは,こういう絵

本については,絵やら物語 りやらについて説明をすべきなのであろうが,それは実物 を

見るに如かない｡

辞去するとき,ボ リス夫人は ｢是非またモスクワ-いらっしゃい｣ と手をさしのべ,

ぼ くは ｢是非そ うしたい.｣とこたえ ｢あなた方も,そしてアナ トー リイたちも,機会が

あったら,ぜひ日本に来て下さい｣とつけ加えた｡

ぼ くは, もらいたてのレーニン帽 をかぶって夜の街路-出た｡このときもボ リスはホ

チ/レまで送って くれた (ただし,今度はバスで )｡夜の街路は,ほとんど寒 くはなかっ

た｡夕方ボリスと一緒にボ リスの家-ゆくべ くバスを待 っていたときは,日本の真冬の

冷たさで顔がやや痛いと感 じるくらいの寒さだったのだが｡もらった帽子のせいだろう

か,あるいはこの 2ケ月の滞在を通 して,次第にしみ通 って くるように分ってきたロシ
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ヤ人の心の暖かさのゆえであろ うか,それとも夕食のときワインを充分にのんだ,その

ほとぼ りのゆえであろうか｡

§4 動 機 と経 過

最後になぜぼくが例外的な形でのモスクワ大学-の滞在 を計画 したか｡それがどんな

経過で実現したかを似たような計画 をもつかも知れない人の参考のために書いておこう

(興味のない人は読 まないで下さい )0

1973年の磁気国頗会議がモスクワで開かれることを知ったとき,ぼくはそれに出席

するだけでなく,できたらそのあとしばらくモスクワ大学の Kondorskyの研究室に滞

在 してインバー問題について少 し議論 してみたいと思った｡同時に,物理の国際交流 と

いっても日本のそれは欧米 -資本主義諸国とのそれに偏 りすぎている,それは欧米諸国

-の日本からの留学にはいろいろ利用できるル- トや基金があって, 日本からの留学に

関する般 り ｢大衆的規模｣で行われているといってよいくらい広い道が開けているのに,

社会主義国との交流はまだ狭い道 しか開けていないせいでもある,一つ新しい道を開 く

ことを試みてやろうという,いささか ドン･キホ⊥テめいた気持もぼくにはあった ｡

文部省の短期在外研究員制度を利用 しようと思い, 1971年 11月に Kondorsky あ

てに ｢1973年 8月から10月にかけて,磁気圏際会議の期間を含んで2-3ケ月貴研

究室を訪問 ･滞在 したいが,必要経費が日本政府から出るならその事は可能だろうか｣

との問合わせの手紙を出したが,これは梨のつぶてに終った｡翌 72年 4月 3日に再び

同文の手紙を出した所これには折返 し4月 18日付で Kondorskyから ｢費用が日本政府

もちならは,国際会議後 3ケ月間モスクワ大学の磁気講座に滞在することの手筈をつけ

ることは可能だと思 う｡歓迎する｣旨の返事があった｡この手紙 をもとにしてぼくは昭

和48年度の在外研究員の申請 をし48年の 4月中頃に大学本部 を通 じて文部省の承認

の内示 を得た｡直ちに(4月中旬 )その旨 Kondorskyに知 らせる手紙 を出したが,こ

れは梨のつぶてであった｡返信の来ぬまま渡航手続 を進めているうちに, ソ連の査証 を

とるためには滞在中の住居が保証されていることが必要で,インツーリス トのホテルを

予約するか,またはモスクワ大学からの住居を提供する旨の正式の証明書が要るという

ことが分 った｡ 5月22日その旨の連絡の手紙を出 したが返信なし,重ねて6月 16日

にも同様の手紙を出したがこれも返信なしだった (実は Kondorskyは6月 と7月 に夏
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休みをとり, 7月末 までモスクワを留守にしていたのだった )｡そこで旅行業者 を通 じ

てとりあえず 10日分ホテ/レを予約 したが,これが1泊 30/レーブリという高価なもので

あった (1良-～370円 )(上記のような事情だったので国際会議の方-隼ホテ′レの申込

をしなかった )｡不審に思 って業者 にたしかめてみたら,ぼくのように 1ヶ所 に 10日

間もとどまるというのは観光旅行の範噂には入 らず,商用旅行の範境に属する,したが

って商用旅行のホテ/レ代金が適用されるとのことであった｡この癖はぼくに文部省から

支給 された滞在資一 日分の約 125570に相 当するものであった｡ ｢大学 が夏休み甲なの

で9月 1日以前には宿舎についての書類は送 られない｡臼∃際会議にはインツー リス トを

通 じて参加する方がよいだろう｣ との Kondorskyの電報を受取ったのが8月 4日,そ

して Kondorskyの7月 30日付の ｢8月 には国際会議関係の仕事で忙 しくなるので今

年の休暇 を6月 と7月に繰上げてとった｡君の5月 22日付 と6月 16日付の手紙はモス

クワに帰 ってきてからつい 2日前に読んだばか りだ｡宿舎の手続はすぐとるが宿舎のこ

とを決定するのは学長のスタッフなので多少時間がかかる｡私が6月に大学を留守にし

ていたために君の訪問の手筈をととのえるのがおそくなってすまぬ｣ という手紙 をうけ

とったのが8月 6日であった｡これを日本風の内定通知のようなものとしてうけとり,

ただ時期的に書類が間に合わないだけなのだと思って,一応安心 して国際会議に間に合

うように出かけた｡さて開会式当日,ようや く見付 けた Kondorskyに宿舎のことを聞

いてみたら ｢学長スタッフは休暇中で8月末にならないとモスクワには帰って来ない｡

宿舎の提供に関する欽定権は学長のとこ.ろにあ りそれは百分の力の及ぶ範囲を超 えてい

る｣ とい うことで,ぼくは一時非常に気のもめる思いをした.国際会議の期間中に Kon-

dorskyがいろいろ努力 してくれて,結局は, 8月 29日に宿舎の提供が承認された旨

の知らせを Kondorskyからもらうことができた｡

こうい う経過で,ともか く例外的な形での滞在が可能 となった｡宿舎提供の決定がぎ

りぎりまで延びたのは, Kondorskyの夏休みの練上げといういわば 〝不慮の〝事態 と,

国際会議 とダブ ッた時期にユニバーシアー ドがモスクワで開かれていてモスクワ大学関

係の宿舎がそれ-の参加者で超満員であったことが,特別の悪条件 として作用 したため

かも知れない｡もしこうい うことがなければ, 6月中くらいに宿舎捷供の保証 を得るこ

とが可能 だったのかも知れない｡あるいは国際会議に出席 して現地 にいて,かなり切迫

した状況で Kondorskyに宿舎の件 をせっついたことが,ぎりぎりになってからではあ
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れ, ともか く宿舎の提供が認められることになった最大の要因であったのかも知れない｡

こうい う形での滞在が可能だったことを強調 しておきたい｡

ぼ くの滞在 を ｢例外的な形｣ と書いたけれ ども,たまたま国際会議があったからこう

い う例外的なことが可能だったのか,実は例外でも何でもないのだけれども,今 まで誰

もこんな形でのソ連の大学-の滞在を試みなかったか ら,それで例外的にみえるだけな

のか,そこの所はちっと分 らない｡

-73-


